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 ＜専門・研究対象＞ 
 酸化ストレスの生物学的作用 
 過剰鉄による発がん機構の解明 
アスベストによる中皮腫発がん機構の解明とその予防・治療 
 新規ナノマテリアルの安全性評価 
プラズマ医療科学 
 病理診断学 
 
 ＜おもな著書、研究実績＞ 
 著書 
1. ロビンス 基礎病理学 監訳 
2. 酸化ストレスの医学 
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